
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

２４５０６

挑戦的萌芽研究

2013～2012

蛍光プローブを利用としたイソチオシアネート標的蛋白質の新規探索法

Investigation of target proteins by isothiocyanate with fluorescent probe

３０３０５６９３研究者番号：

加藤　陽二（Kato, Yoji）

兵庫県立大学・環境人間学部・教授

研究期間：

２４６５８１２７

平成 年 月 日現在２６   ６   ９

円     3,100,000 、（間接経費） 円       930,000

研究成果の概要（和文）：ワサビなどの機能性食材に含まれるイソチオシアネートITC類は、抗ガンや抗菌作用を有す
るが、その生理機能の発現機序は未だ不明な点が多い。研究代表者らは、これまでの研究から生理条件下でITCがタン
パク質のリジン残基と結合することを見出してきた。本研究ではITCを分子内に有する蛍光色素に着目した。まず蛍光I
TC修飾タンパク質に対するモノクローナル抗体の作製・特異性解析を行い、蛍光染色などに応用した。蛍光顕微鏡によ
る観察により、容易にITC付加反応が確認された。ITC標的タンパク質もゲルの直接蛍光撮影及び抗体を用いた手法によ
り複数確認できたが、同定は今後の課題である。

研究成果の概要（英文）：Though isothiocyanates have some biological functions such as anti-cancer or anti-
bacterial activities, the mechanisms has not been shown in detail. We found the covalent adduction of ITC 
with lysine in a protein at physiological conditions. In this study, we focused in fluorescent character o
f ITC by using FITC. A monoclonal antibody to fluorescent structure has been prepared and characterized an
d then applied to fluorescent staining of cells. The multiple ITC adducted proteins were then detected in 
a gel by fluorescent scanning or by specific antibody. The identification of ITC adducted proteins remains
 to be done. 

研究分野：
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(5)成果のまとめと今後の展開
 以上
修飾がその機能性を調節しうること、また、
ITC の分子標的の解析のために蛍光を有する
ITC が有用であることが示唆される結果を得
た。ただし、結果は示していないが、ローダ
ミン系の
当初予定していた二重染色のような検討が
出来なかった。
処理した際にはスポットが多数認められた
が、生細胞に暴露したケースでは一次元の泳
動結果しか得られておらず、二次元電気泳動
やスポットの質量分析解析及びタンパク質
同定は今後の課題である。この際、抗体の高
感度という利点と、ゲルから直接スポットを
切り出せる蛍光の利点をそれぞれ活用しな
がら研究を進める必要が有る。
進め、
いきたい。
 加えて、本研究の過程でリン脂質への
付加反応を見出した。まだこの研究は緒に就
いたばかりであるが、細胞内タンパク質のみ
ならず、この生体膜・
ンへの
の「萌芽」を生かし、脂質分子修飾と
能性発現との関連
進めている。
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また細胞磨砕液に ITC 分子を

処理した際にはスポットが多数認められた
が、生細胞に暴露したケースでは一次元の泳
動結果しか得られておらず、二次元電気泳動
やスポットの質量分析解析及びタンパク質
同定は今後の課題である。この際、抗体の高
感度という利点と、ゲルから直接スポットを
切り出せる蛍光の利点をそれぞれ活用しな
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加えて、本研究の過程でリン脂質への
付加反応を見出した。まだこの研究は緒に就
いたばかりであるが、細胞内タンパク質のみ
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